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 私が研究している音楽家であるドホナーニ・エルネー Dohnányi Ernő(1877-1960）の作品
の中に、ピアノ協奏曲のスタイルで書かれた音楽があった。それが「ピアノと管弦楽のため








 きらきら星の旋律の誕生は 18 世紀半ば、1740 年頃と推定されている。作者は現在も不
明のままである。このことは、1761 年にフランスのパリで出版された、『Les Amusements 




 この本が出版された後、フランスで「Ah! vous dirai-je, maman（ああ、お母さん、あなた
に申しましょう）」というシャンソンが大流行した。以下はその歌詞である。 
 
【歌詞】                 【意訳】 
Ah ! vous dirai-je, maman,            ああ！ママ、言わせて 
Ce qui cause mon tourment ?           私の苦しみの原因はなんなの？ 
Depuis que j’ai vu Clitandre,                   優しい Clitandre（人名） 
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Me regarder d’un air tendre ;                    そんな彼と出会ってから 
Mon cœur dit à chaque instant :                  私の心はいつも語りかけるの 





 そして 1778 年に、Ｗ.A.モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart（1756-1791）によるピア
ノ曲、「Variations on "Ah vous dirais-je, Maman" K. 265 / K. 300e（フランスの歌曲「ああ、お
母さん、あなたに申しましょう」による 12 の変奏曲）」が作曲された。今日、我々が最もよ
く聴く変奏曲の 1 つと言っても過言ではない名作である。以下はその自筆譜である。 
 
 







 1805 年にイギリスで、詩集「ナーサリーライム（Rhymes for the Nursery）」が出版された。




Twinkle, twinkle, little star, 
How I wonder what you are! 
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Like a diamond in the sky. 
Twinkle, twinkle, little star, 







  1835 年、「"The A.B.C., a German air with variations for the flute with an easy accompaniment 
for the piano forte"（The A.B.C. - フルートのための変奏曲『ドイツの旋律』簡単なピアノ伴
奏付き）」という楽譜が、ボストンのチャールズ・ブラッドリー社（Charles Bradlee）により
著作化された。この楽譜が江戸時代末期の日本に輸入され、ジョン万次郎（1827-1898）が
自身の英会話本の中で英語の歌詞「Twinkle, twinkle, little star」として紹介したのが始まりと
されている。 
 一方ドイツでは「ああ、お母さん、あなたに申しましょう」や「きらめく小さなお星様」
という内容ではなく、『Alle Vögel sind schon da（小鳥たちがやって来た）』又は『Frühlings 
Ankunft』（春の訪れ）という音楽で流行している。これは 19 世紀半ばに、19 世紀ドイツの




Alle Vögel sind schon da, 
Alle Vögel, alle! 
Welch ein Singen, Musiziern, 
Pfeifen, Zwitschern, Tiriliern!  
Frühling will nun einmarschier'n, 























霞か雲か はた雪か とばかり匂う その花ざかり 百鳥さえも 歌うなり 
 












 クラシック音楽で「きらきら星」の旋律が使われている作品は多くはない。1792 年に F.J.
ハイドン Franz Joseph Haydn(1732-1809)が『交響曲第 94 番 驚愕』第 2 楽章（Andante）で、
1886 年にサン＝サーンス Charles Camille Saint-Saëns(1835-1921）が『動物の謝肉祭』第 12
曲「化石」(Fossiles)で、そして 1914 年にドホナーニが「ピアノと管弦楽のための童謡主題




序奏      ：Maestoso 壮大なオーケストラ ホルンによる童謡主題の暗示 
テーマ    ：Allegro ピアノによる童謡主題の提示 
第 1 変奏  ：Poco piu mosso ピアノによる 3 連符の技巧的変奏 
第 2 変奏  ：Risoluto 金管楽器とピアノの掛け合い 
第 3 変奏  ：優雅なアルペジオの上に夢見るような弦楽器 
第 4 変奏  ：Molto meno mosso 木管楽器とユーモラスで楽しげな変奏 
第 5 変奏  ：Piu mosso 鐘の音やハープと共にオルゴール風 
第 6 変奏  ：Ancora piu mosso ピアノの 3 度音程のスケールやトレモロ、技巧的見せ場 
第 7 変奏  ：Walzer/Tempo giusto 第 3 変奏のように弦楽器と共に優雅な 3 拍子 
第 8 変奏  ：Alla marcia 4 拍子に戻るが行進曲風 
第 9 変奏  ：Presto 8 分の 3 拍子、魔法使いの弟子のような印象 – Andante rubato 
第 10 変奏 ：Passacaglia/Adagio non troppo 悲愴感や哀愁漂う抒情的な変奏 
第 11 変奏 ：Choral/Maestoso 長い短調を抜けハ長調に到達。童謡主題そのものに戻った 
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